
TCK12207014001.pdf (0 - 9 m) 1/1 ページ

ボーリング柱状図
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発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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栃木県大田原土木事務所　整備部 2010-08-26 ～ 2010-08-30
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224.92 0.30 0.30 砂礫
(GS)

223.92 1.00 1.30

埋土
(FI)

223.42 0.50 1.80

埋土
(FI)

222.12 1.30 3.10

砂礫
(GS)

218.77 3.35 6.45

粘土混り
砂礫
(GS-C)

218.32 0.45 6.90

玉石混り
砂礫
(GS-B)

216.77 1.55 8.45

粘土混り
砂礫
(GS-C)
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礫径10から40mm主体。シルト混
入
礫混じりシルト。部分的に砂礫状
礫径10から50mm主体。
含水比は下位。緩い。

礫混じりローム状を呈す。
粘着弱く、全体にやや固結する。

礫径2から60mm円礫主体。
間隙は粗粒砂をルーズに充填
下部は含水高位、孔壁が崩れる

礫径2から60mmの円、亜角礫主体
間隙に粘土分を含む粗粒砂充填
含水比は中位から高位。
全体にやや締まる。
コア長5から10cm玉石点在。
部分的に粘土分多い。

礫径2から65mmの円、亜角礫主体
。コア長5から10cmの玉石混入
礫間中細砂充填、含水中位
礫径2から60mmの亜角礫主体
間隙に粘土分を含む粗粒砂充填。
含水比は中位から高位。
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